
館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

● 第５１回定時総会・表彰　● 税務署からのお知らせ

● 館山税務署人事異動・署長挨拶ほか　● 令和６年度税制改正要望　

● 理事会・委員会・部会の動き　● 一日人間ドックのお知らせ

● 健康コーナー「情報の洪水に注意しましょう」

● 税に関する「絵はがきコンクール」　● パソコン講座のお知らせ

←法人税確定申告書提出の会員の方は、←法人税確定申告書提出の会員の方は、このシールこのシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付してを切り取り決算書の別表右下欄に貼付して提出して提出して
下さい。下さい。
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公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
の

第
51
回
定
時
総
会
が
６
月
７
日
、

山
口
慎
一
郎
館
山
税
務
署
長
や
地

元
森
正
一
館
山
市
長
を
は
じ
め
、県
、

管
内
市
町
幹
部
、
税
理
士
会
な
ど

関
係
有
効
団
体
役
員
ら
多
く
の
来

賓
を
迎
え
、
館
山
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
事
業
と
し
て
一
般
住
民
も

参
加
し
、
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
歴
史
家
・
作
家

の
加
来
耕
三
氏　

テ
ー
マ
は
「
家

康
の
天
下
取
り
に
学
ぶ
、
生
き
残

り
の
秘
訣
」

　

講
師
の
加
来
氏
は
大
学
・
企
業

の
講
師
を
務
め
な
が
ら
歴
史
家
・

作
家
と
し
て
著
作
活
動
を
し
て
い

る
。
ラ
ジ
オ
番
組
「『
加
来
耕
三
の

「
歴
史
あ
れ
こ
れ
」』
お
よ
び
テ
レ
ビ

番
組
『
関
口
宏
の
一
番
新
し
い
中
世

史
』
に
出
演
中
。
ま
た
、
内
外
情

勢
調
査
会
講
師
、
地
方
行
財
政
調

査
会
講
師
、
中
小
企
業
大
学
校
講

師
、
政
経
懇
話
会
講
師
な
ど
を
務

め
る
な
ど
豊
富
な
体
験
を
基
に
わ

か
り
や
す
く
解
説
、「
歴
史
を
正
し

く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
の

事
実
と
結
果
だ
け
を
見
る
の
で
は

な
く
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

こ
と
が
重
要
」
と
強
調
、
そ
の
上
で

ど
う
し
て
徳
川
家
が
２
６
５
年
間

続
く
太
平
の
世
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
か
を
企
業
に
例
え
解
説
、
立

ち
止
ま
っ
て
疑
問
を
持
つ
、
地
に
足

を
つ
け
た
考
え
を
持
つ
、
数
字
を

正
し
く
理
解
す
る
、
と
生
き
残
り

の
秘
訣
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
開
か
れ
た
総
会
で
は
、

本
間
亨
会
長
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
も
少
な
く
な
る
中
、

総
会
が
無
事
開
催
で
き
た
こ
と
を

感
謝
す
る
、
私
ど
も
館
山
法
人
会

は
、
法
人
会
の
理
念
の
も
と
今
後

も
事
業
を
推
進
し
て
い
く
、
こ
れ

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
様
々
な
事
業
が
中
止
・
縮
小

さ
れ
て
き
た
が
、
社
会
貢
献
の
若

潮
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
会
場
内
の

制
約
が
あ
っ
た
も
の
の
、
駐
車
場

に
お
け
る
「
冬
の
節
電
」
の
啓
発

活
動
や
、
４
年
ぶ
り
に
20
支
部
す

べ
て
が
ゼ
ミ
懇
を
開
催
す
る
な
ど

の
動
き
も
あ
っ
た
、
ま
た
、
会
員

増
強
に
関
す
る
協
力
に
感
謝
す
る
、

今
年
度
も
、
法
人
会
の
原
点
で
あ

る
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

え
、
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の

の
団
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
４
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
を
原
案
ど
お

り
承
認
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
を
行
っ
た
あ
と
、
理
事
会

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

令
和
５
年
６
月
７
日　

館
山
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

令和５年度

第
五
十
一
回
定
時
総
会

―
全
議
案
承
認
可
決
―

記
念
講
演

記
念
講
演
は
一
般
住
民
も
多
数
聴
講

　
　

歴
史
家
・
作
家　

加
来　

耕
三
氏

　
「
家
康
の
天
下
取
り
に
学
ぶ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
残
り
の
秘
訣
」

総
会
議
案

第
１
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
、

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

第
３
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件

報
告
事
項

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
件

定時総会 加来　耕三氏

承
認
事
項
で
あ
る
令
和
５
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
案
を
報
告
し
、

議
事
が
終
了
。

　

こ
の
後
、
会
員
増
強
協
力
者
へ

感
謝
状
、
会
員
増
強
優
秀
者
へ
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
山
口
慎
一
郎
館

山
税
務
署
長
、
森
正
一
館
山
市
長
、

源
間
憲
一
館
山
県
税
事
務
所
長
か

ら
祝
辞
が
あ
り
、
第
二
部
総
会
を

終
了
、
最
後
に
、
第
三
部
懇
親
会

で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
　
館
山
法
人
会
　

    

会
　
長
　
　

本  

間
　
　
亨
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感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
、公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
会
長
感
謝
状　
　

（
１
）退
任
役
員

　
　
　
　
平
野
　
好
正（
常
任
理
事
）

　
　
　
　
吉
本
　
　
晃（
常
任
理
事
）

　
　
　
　
手
塚
　
　
節（
常
任
理
事
）

　
　
　
　
谷
　
　
昭
一（
常
任
理
事
）

　
　
　
　
古
宮
　
真
一（
常
任
理
事
）　
　
　
　

　
　
　
　
鈴
木
　
利
恵（
常
任
理
事
）

（
２
）会
員
増
強
協
力

　
　
　
　
株
式
会
社
千
葉
銀
行
館
山
支
店

　
　
　
　（
支
店
長
　
石
渡
　
雄
悟
）

　
　
　
　
小
倉
信
雄（
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
）

二
、公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
会
長
表
彰
状

　
　
会
員
増
強
優
秀
者

　
　
（
ア
）支
部・部
会

　
　
　
　

女
性
部
会
（
部
会
長　

清
宮　

和
子
）

　
　
（
イ
）役
員・個
人

　
　
　
　

谷　
　

昭
一
（
常
任
理
事
）

　
　
　
　

早
川　

光
樹
（
常
任
理
事
）

　
　
　
　

落
合　
　

薫
（
常
任
理
事
）

　
　
　
　

小
畑　

和
美
（
千
倉
支
部
）

　
　
　
　

加
藤　

園
子
（
千
倉
支
部
）

退
任
役
員
６
名
、会
員
増
強
優
秀
者

６
名
に
感
謝
状
・
表
彰
状

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

千
葉
県
法
人
会
連
合
会
の
令
和
五
年

度
総
会
及
び
役
員
大
会
が
六
月
十
九
日

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
で
開
催
さ

れ
、席
上
、全
法
連
会
長
表
彰
の
伝
達
お
よ

び
県
法
連
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、次
の
三

氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
彰
対
象
は
四
月
一
日
現
在
）

全
法
連
会
長
表
彰

県
法
連
会
長
表
彰

吉本　晃
（有）川崎洋品店　
代表取締役

村井　智博
（有）村井　
代表取締役

小川　玉江
（株）鴨川ユニバースホテル

　代表取締役会長

　

第
51
回
定
時
総
会
の
終
了
後
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
い
間
館
山

法
人
会
の
役
員
と
し
て
、
納
税
道
義
の
高
揚
や
納
税
推
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
行
い
、
本
会
の
発
展

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
退
任
役
員
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
会
員
増
強
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
状
・
表
彰
状

及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
式  

地方税ポータルシステム『ｅＬＴＡＸ』を利用すれば、法人県民税・事業税の地方税も、
インターネット経由で電子申告、電子申請・届出及び電子納税を行うことができます。
千葉県では、約８１％（令和５年３月末現在）の法人の皆さまに『ｅＬＴＡＸ』による電
子申告をご利用いただいております。
『ｅＬＴＡＸ』の利用開始や具体的な利用方法等に関する詳細は、地方税共同機構が運営
する『ｅＬＴＡＸ』ホームページをご確認ください。

法人県民税・事業税の電子申告・納税は、

をぜひご利用ください。

申申告告・・届届出出・・納納税税
ははネネッットトがが便便利利

ｅＬＴＡＸイメージキャラクター
「エルレンジャー」

詳しい情報は、ｅＬＴＡＸホームページをご覧ください。

hhttttppss::////wwwwww..eellttaaxx..llttaa..ggoo..jjpp//
ご不明な点は、ｅＬＴＡＸホームページの「よくあるご質問」をご覧ください。

hhttttppss::////eellttaaxx..ccuusstthheellpp..ccoomm//

【お問合せ先】千葉県館山県税事務所課税課 ☎0470-22-7117 2023年6月発行
＊＊＊皆様のご理解とご協力をお願いします。＊＊＊

千葉県

公益社団法人館山法人会第 51回定時総会表彰記念　6月 7日
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陣
営
の
税
務
署
幹
部
の
自
己
紹
介

が
あ
り
、
源
間
館
山
県
税
事
務
所

長
の
乾
杯
で
懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
お

互
い
の
共
通
理
解
を
深
め
る
出
会

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

館
山
税
務
懇
話
会
（
本
間
亨
会

長
）
主
催
に
よ
る
恒
例
の
館
山
税

務
署
７
月
人
事
異
動
に
伴
う
歓
迎

会
が
７
月
31
日
夕
日
海
岸
昇
鶴
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
顧
問
の
県
・
各
市
町
の

幹
部
を
は
じ
め
、
懇
話
会
役
員
約

70
名
が
出
席
し
、
納
税
推
進
へ
の

お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

間
会
長
が
、
税
務
署
新
体
制
へ
の

期
待
と
歓
迎
の
こ
と
ば
。

「
当
会
は
、
納
税
思
想
の
高
揚
を

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

矢
井
田
署
長
ら
新
幹
部
を
迎
え
て

納
税
推
進
へ
館
山
税
務
懇
話
会
が
歓
迎
会

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 小 芝　 幸 一

千葉県税理士会
館山支部 早 野　 喜 良

館 山 間 税 会 本 橋　 亮 一

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 鈴 木　 亮 二

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 安 田　 信 之

安房郡市
商工会長協議会 鈴 木　 克 哉

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊

図
る
た
め
関
係
機
関
と
協
調
し
て
、

税
法
等
の
普
及
や
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
な
ど

普
及
拡
大
等
広
報
や
「
税
を
考
え

る
週
間
」
行
事
の
納
税
表
彰
式
へ

の
参
加
等
、
成
果
を
あ
げ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
経
済
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
、人
手
不
足
、

燃
料
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
何
と
か
乗
り
切
っ

て
ま
い
り
た
い
。
本
日
は
、
会
員

が
一
同
に
会
し
た
良
い
機
会
で
あ

り
ま
す
の
で
、
限
ら
れ
た
時
間
で

す
が
、
行
政
機
関
の
ご
指
導
の
下
、

こ
の
地
域
が
明
る
く
元
気
に
な
る

よ
う
な
話
し
合
い
の
場
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
矢
井
田
新
署
長
が
「
今

回
の
人
事
異
動
で
多
く
職
員
の
動

き
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
こ
の

地
域
は
自
然
が
豊
か
で
花
火
大
会

や
伝
統
行
事
が
多
い
と
聞
い
お
り
、

積
極
的
に
参
加
を
し
た
い
。
税
務

行
政
に
つ
い
て
は
事
務
の
効
率
化

に
努
め
、
適
正
公
平
な
課
税
に
努

め
た
い
。
館
山
税
務
懇
話
会
の
皆

様
方
に
は
、
税
務
行
政
の
よ
き
理

解
者
と
し
て
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
、
10

月
か
ら
開
始
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
着
任
の
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
新

会長挨拶

税務署幹部の紹介

山
口
署
長
は
退
任

　

後
任
矢
井
田
署
長
は
国
税
局
課
税
第
二
部
調
査
部
門
酒
税
担
当

　

統
括
国
税
調
査
官
か
ら
着
任

　
館
山
税
務
署
で
７
月
10
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
，
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
山
口
慎
一
郎
署
長
は
定

年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
部
会
や
支
部
ゼ
ミ
な
ど
で
の
署
長
卓
話
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
時
代
や
直
近
の
税
務
相
談
室
で
の
経
験

談
か
ら
「
国
税
の
組
織
に
つ
い
て
」
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
好
評
で
し
た
。
ご
指
導
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
後
任
に
は
、
国
税
局
課
税
第
二
部
調
査
部
門
酒
税
担
当
統
括
国
税
調
査
官
か
ら
、
矢
井
田
直
輝
署
長
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
川
口
泰
之
法
人
第
一
部
門
統
括
官
と
目
黒
智
也
調
査
官
は
留
任
で
す
。
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着
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長

矢井田直輝

　

残
暑
厳
し
き
折
、
公
益
社
団
法
人

館
山
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
東

京
国
税
局
課
税
第
二
部
調
査
部
門（
酒

税
担
当
）
か
ら
参
り
ま
し
た
矢
井
田

直
輝
と
申
し
ま
す
。
前
任
の
山
口
慎

一
郎
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
本
会
報
を

通
じ
ま
し
て
皆
様
方
に
ご
挨
拶
で
き

る
機
会
を
い
た
だ
き
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
平
素
よ
り
税
務
行
政
に
対

し
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
間
会
長
を
は

じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

が
長
年
に
わ
た
り
意
欲
的
に
会
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
租
税
教

育
や
地
域
社
会
・
経
済
の
発
展
の
ほ

か
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
事
業
活
動
が
制
限
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

や
「
南
房
総
市
産
業
ま
つ
り
」
で
の

税
金
ク
イ
ズ
の
実
施
な
ど
様
々
な
活

動
を
企
画
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
、
一
層
の
活
発
な
事
業
活
動
を
展

開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
税
庁
で
は
、
経
済
社
会

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
等
に
よ
り
税
務
行
政
の
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
、「
納
税

者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を

適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と
い

う
使
命
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

税
務
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
の
活
用

が
広
ま
る
こ
と
は
、
納
税
者
の
皆
様

に
と
っ
て
、
税
務
手
続
の
簡
便
化
だ

け
で
は
な
く
、
単
純
な
誤
り
の
防
止

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
納
税
者
の
利
便
性
の

向
上
」、「
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
高

度
化
」
及
び
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
促
進
」
を
３
つ
の
柱
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
国
税
に
関
す
る

手
続
や
業
務
の
在
り
方
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

普
段
は
税
に
な
じ
み
の
な
い
方
で

も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
日
常

使
い
慣
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
か
ら

簡
単
・
便
利
に
手
続
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
環
境
構
築
を
目
指
す
な
ど
、

各
種
施
策
を
講
じ
る
こ
と
で
「
あ
ら

ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず

に
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
は
ま
す
ま
す
便
利
に

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
に
関
し
ま
し
て
本

年
10
月
１
日
か
ら
適
格
請
求
書
保
存

方
式
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
に
向
け

て
は
、
事
業
者
の
皆
様
に
制
度
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
実
態
に
応
じ
た
対
応

や
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
特
設
サ
イ
ト
」
を
設
け
、
制
度
の

解
説
動
画
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
掲
載
し
、
説
明
会
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向

け
て
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

ご
支
援
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
署
管
内
で
あ
る
安
房
地
域
は
、

四
季
を
通
じ
温
暖
な
気
候
の
も
と
美

し
い
自
然
の
季
節
ご
と
の
様
々
な
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
お
い

し
い
農
産
物
・
魚
介
類
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、歴
史
と
伝
統
の
地
で
あ
り
様
々

な
景
勝
地
や
多
く
の
人
情
味
あ
ふ
れ

る
す
ば
ら
し
い
土
地
柄
で
あ
る
と
も

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
自
然
豊
か
で
風

光
明
媚
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
の

す
ば
ら
し
い
環
境
の
下
で
会
員
の
方

の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
精
一
杯
努

力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
館
山
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署長

山口慎一郎

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
館
山

法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
こ
の
７
月
９
日
を

も
ち
ま
し
て
、
館
山
署
を
離
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
深
い
こ

の
安
房
の
地
を
離
れ
る
こ
と
の
寂
し

さ
を
痛
感
す
る
と
共
に
、
館
山
で
の

新
生
活
に
多
少
の
不
安
と
大
き
な
期

待
を
も
っ
て
着
任
し
た
の
が
、
つ
い

先
日
の
よ
う
で
、
そ
れ
だ
け
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
猛
威
を
振
る
っ
て
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
少
し
落

ち
着
き
を
見
せ
、
館
山
湾
花
火
大
会

や
や
わ
た
ん
ま
ち
を
は
じ
め
と
す
る

安
房
地
域
の
様
々
な
行
事
も
再
開
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
に
徐
々
に

回
復
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
直
接
お
会
し
、
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交
流
で
き
る
機
会
も
増
え
、
非
常
に

有
意
義
な
１
年
で
し
た
。
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
無
事
職
責
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

本
間
会
長
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
の
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
の
賜
物

で
あ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

館
山
法
人
会
は
「
よ
き
経
営
者
を

目
指
す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
租

税
の
啓
蒙
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
税
知

識
の
普
及
・
納
税
意
識
の
高
揚
、
地

域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
例
年
行

わ
れ
る
活
動
に
は
多
々
制
約
が
あ
り

ま
し
た
が
、
小
学
生
の
「
税
の
絵
葉

書
」、「
書
写
」
活
動
は
こ
れ
か
ら
の

安
房
地
域
に
希
望
の
明
か
り
を
灯
す

も
の
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

南
房
総
市
産
業
ま
つ
り
の
税
金
ク
イ

ズ
や
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
若

潮
マ
ラ
ソ
ン
で
の
社
会
貢
献
活
動
を

は
じ
め
と
し
た
大
変
意
義
の
あ
る
活

動
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
活
動
を
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

館
山
法
人
会
は
、
全
国
的
に
も
高

い
加
入
率
を
誇
り
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
優
れ
た
団
結
力
と
組
織
力
を
有
し

て
お
り
ま
す
。
事
業
活
動
が
制
限
さ

れ
る
な
ど
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
の
創
意
工
夫
と

地
域
の
絆
で
乗
り
越
え
て
い
か
れ
る

こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
各
支
部
の
皆
様

に
お
会
い
し
て
感
謝
の
意
を
お
伝
え

さ
せ
て
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
書
面
で

の
ご
あ
い
さ
つ
と
な
る
こ
と
を
お
詫

び
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
後

任
の
矢
井
田
署
長
に
も
皆
様
方
の
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
館
山
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
並
び
に
ご
事
業
の

ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
一
年

間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

館山署新体制プロフィール ①前任部署　②出身地　③趣味

署　長

①�課税第二部・調査
部門（酒税）・統括
調査官
②北海道
③ドライブ

矢井田直輝高田　晃樹
①（留任）
②福岡県
③映画鑑賞・ドライブ

徴収部門
統括国税徴収官

目黒　智也
①（留任）
②宮城県
③読書

法人課税第１部門
調査官（審理担当）

日野　竜一
①�徴収部・納税管理
官・納税専門官
②鹿児島県
③散歩

管理運営部門
統括国税徴収官

吉田　弘明
①�調査第一部・主任国際
税務専門官・調査官
②東京都
③サイクリング

総務係長

松本　嘉英
①（留任）
②大分県
③散歩

総務課長

阿部　守充
①�藤沢・法人・上席
調査官
②大分県
③スポーツ観戦

法人課税第２部門
統括国税調査官

坂口　弘一
①麹町・個人・統括官
②熊本県
③散歩

個人課税部門
統括国税調査官

川口　泰之
①（留任）
②千葉県
③散歩

法人課税第１部門
統括国税調査官

鬼頭　郷平
①��課税第一部・資料
調査第二課・主査
②東京都
③ジョギング

資産課税部門
統括国税調査官
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令和６年度 税制改正要望 公平で健全な税制の実現を目指して中小企業の活性化につながる
税制の提言を千葉県連を通じて全法連へ提出

総　論
　少子高齢化により社会保障の財源の不足が見込まれており、今後も急激な増加が想定されることから、長期的視野のもと
持続可能な税制の構築を求める。
　また、日本の国民負担率は、諸外国と比べ低いことは問題ではあるが、ロシア・ウクライナ情勢も影響している現在の情
勢下で、国民生活の維持を最大の目標とし、消費税の一時的な減税などにより消費を拡大するような施策を議論していくよ
う求める。
　また、税を財源とする補助金交付等の政策の実施にあたっては、対象が特定の業種に集中するなどの不公平が生じないよ
うな配慮を求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

酒税 税率
酒税法第２３条

　酒税は、明治32年には国税収入の36％を占めていたが、その後年々低下し現在では2％を下回っており、酒税の財源と
しての存在意義は低下している。その一方で、あえて高額な酒税を賦課することで酒類の価格を上昇させ、過剰な摂取を抑
制することによりアルコールによる社会的損失を抑えることが、現代的な酒税の意義であるといわれている。これは国税庁
の任務である「酒類業の健全な発達」と一致する考え方である。
　酒類の原料は輸入に頼るものが多く、国際情勢の悪化や原油価格の高騰などの要因で製造費用が上昇する。そのような
状況でも高額な酒税を課することは酒類の販売価格の高騰につながり、酒類の消費の過度な抑制となることから、「酒類業
の健全な発達」を阻害する要因となりうる。
　したがって、酒類の製造原価に連動し、税率を変動させるような仕組みを導入し、酒類の消費を過度に抑制せず、「酒類
業の健全な発達」を実現することを求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題
所得税 所得税の申告期限延長について

　本年の所得税確定申告では一律の期限延長は行わず、個別の申請による申告期限の延長が行われた。しかしながら、個
別申請は必ず承認されるわけではなく、承認が下りることを前提に本来の申告期限を経過した後に申告を行うという行為は、
日本人の気質に合わず過度な心理的な負担となる。
　今後、類似の事態が発生した場合は、申告期限到来前に延長申請の承認を行う、若しくは一律での期限延長を行うことに
より予見可能性を確保し、安心して利用できる制度設計を行うよう求める。
　また、本制度の存在は、インターネットに不慣れな層には十分に認知されていたとは言い難く、広報のあり方についても
見直しを行うよう求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

消費税 消費税率の一時的な引き下げ
消費税法２９条

　消費税は財源として重要な地位を占めるが、国民全体に広く負担を求めるという性質に加え、買い物の都度負担が生じるため
痛税感が大きく、国民の消費意欲に大きな影響を与える。
　新型コロナウイルスの流行が収まったものの、長引くロシア・ウクライナ情勢の影響により国内の景気は今後も冷え込むことが
予想される。
　その対策として、財源に与える影響も考慮した妥協点として、二年間に限り消費税率を８％へ減税することを求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題
租税教室 租税教室

　現在の租税教育は税の種類や用途に関する内容を中心に行われている。しかし、租税教室を経験していない小学生は、自身
が利用している学校や教科書等が税金で賄われているという意識が低く、教科書や学校施設等を大事に扱わない生徒もいる。
よって義務教育年代の児童・生徒を対象にした祖税教育を確実に実施していくよう求める。税の理解を深めることで物を大事に
扱うことにつながるとともに、生徒自身が納税する立場になった際には次世代の子どもたちのためへの納税意識の高揚にも寄与
する。

　　　令和６年度　税制改正要望事項（館山法人会）	



16

◎
第
二
回
総
務
委
員
会

　

四
月
十
四
日
（
金
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

10
名

◎
新
年
度
第
一
回
理
事
会

　

四
月
二
十
一
日
（
金
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

・
第
51
回
定
時
総
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

出
席
者　
　
　

33
名

◎
第
三
回
理
事
会

　

�

三
月
十
七
日
（
金
）
館
山
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
に
て

・�

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案

に
つ
い
て

・�

令
和
４
年
度
事
業
の
執
行
状
況
の
報
告
に

つ
い
て

・
総
会
、
理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

33
名

◎
監
査
会

　

四
月
十
三
日
（
木
）
法
青
会
館
に
て

・
令
和
４
年
度
収
支
決
算
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
５
名

◎
第
一
回
総
務
委
員
会

　

�

二
月
二
十
八
日
（
火
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・�

令
和
４
年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て

・�

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
９
名

理 

事 
会 
等

総
務
委
員
会

第 1回広報委員会　7月 19日

第 1回税制委員会　５月 11日

第 2回総務委員会　4月 14日

新年度第 1回理事会　4月 21日

◎
定
時
総
会

　

五
月
十
一
日
（
木
）

　

法
青
会
館
に
て

・
令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

・
講
演
会

　

�「
ス
ポ
ー
ツ
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
環

境
作
り
」

　
　
　

講
師　

南
房
総
館
山
コ
ス
モ
Ｔ
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
間
祐
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

19
名

◎
青
連
協・女
連
協
合
同
講
演
会

　
六
月
二
十
七
日
（
火
）

　

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
て

広
報
委
員
会

青
年
部
会

令
和
５
年
度
税
制
改
正
要
望
協
議

◎
第
一
回
税
制
委
員
会

　
五
月
十
一
日
（
木
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
令
和
六
年
度
税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　
８
名

会
報
編
集
会
議

◎
第
一
回
広
報
委
員
会

　
七
月
十
九
日
（
水
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
会
報
一
二
六
号
編
集
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　
８
名

税
制
委
員
会
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◎
定
時
総
会

　

五
月
十
二
日
（
金
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

・
講
演
会

　

四
條
流
千
葉
県
支
部　

披
露　

庖
丁
式

　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

46
名

◎
女
連
協
・
青
連
協
合
同
講
演
会

　

六
月
二
十
七
日
（
火
）

　
　

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
て

　
　

�

演
題　
「
w
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

コ
ロ
ナ
の
働
き
方
と
経
営
改
革
」

　
　

講
師
：�

牛
窪　

惠
（
世
代
・
ト
レ
ン
ド

評
論
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　
　
　
　

４
名

　

女性部会定時総会　５月 12日

源泉研究部会定時総会　５月 18日

◎
定
時
総
会

　

五
月
十
八
日
（
木
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

　

・
令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

・
令
和
５
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

　

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

◎
税
務
研
修
会

　
「
源
泉
所
得
税
の
改
正
に
つ
い
て
」

　

講
師
：
宍
倉
健
太
法
１
事
務
官

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　
　

11
名

女
性
部
会

◎
社
会
貢
献
活
動

　

�

若
潮
マ
ラ
ソ
ン
に
お
け
る
「
冬
の
節
電
チ

ラ
シ
」
配
布
に
よ
る
啓
発
活
動

　

�

一
月
二
十
九
日
（
日
）

参
加
者　
３
名

◎
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
媛
大
会

　

�

四
月
十
三
日
（
木
）

　

�

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め

　
「
句
会
ラ
イ
ブ
」、「
講
評
」

　
　
　

講
師
：
俳
人　

夏
井
い
つ
き
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

２
名

源
泉
研
究
部
会

医
療
部
会

◎
定
時
総
会
…
…
中
止

　
　

演
題　
「
w
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、ａ
ｆｔｅ
ｒ

　
　

コ
ロ
ナ
の
働
き
方
と
経
営
改
革
」

　
　

講
師
：�

牛
窪　

惠
（
世
代
・
ト
レ
ン
ド

評
論
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　
　
　
５
名

青年部会定時総会　5月 11日

くわしい内容と受付は11月に会員全員に封書でお知らせします。

一日人間ドック型式で一日人間ドック型式で
年に一度は生活習慣病チェック

① 2024 年 1月18 日（木）　鴨川市文化体育館（鴨川市太尾 866-1）

② 2024 年 1月19 日（金）　館山商工会館（館山市八幡821）
　　　　　　　 20 日（土）　　　　　　　　〃

実施日
・

会　場
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は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
休
息
を
と
り
な

が
ら
人
生
を
楽
し
む
、
そ
ん
な
暮
ら
し
を
、

改
め
て
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
理
屈
っ
ぽ
く
言
え
ば
、
人
間
は
情

報
を
記
録
す
る
だ
け
の
機
械
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

前
述
の
⑥
に
つ
い
て
。
何
年
も
ス
ト
レ

ス
フ
ル
な
職
場
で
働
き
続
け
た
結
果
、
退

職
し
て
か
ら
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
気
力
も
失
い
、
寂
し
い
老
後
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
要
注
意
で
す
。

＊�

参
考
資
料
＝
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ク
リ
著
、
鈴
木

由
紀
子
訳
『「
加
速
思
考
」
症
候
群
』

◆ 

過
剰
な
情
報
収
集
、
結
果
を
求
め
て

い
ら
だ
つ
毎
日

　
「
私
は
病
気
で
し
ょ
う
か
。
何
ら
か
の
障

害
で
し
ょ
う
か
。
診
断
さ
れ
る
の
が
怖
い

の
で
こ
こ
に
相
談
に
来
ま
し
た
。
仕
事
仲

間
や
友
人
、
親
に
も
話
せ
ま
せ
ん
」
と
い

う
の
が
最
初
の
言
葉
だ
っ
た
。
生
活
用
品

製
造
会
社
の
企
画
部
門
で
働
く
30
代
前
半

の
男
性
Ｔ
さ
ん
。
Ｉ
Ｔ
の
ス
キ
ル
も
あ
り
、

シ
ス
テ
ム
開
発
・
保
守
も
中
心
に
な
っ
て

担
当
し
て
い
た
。
専
門
知
識
が
あ
る
が
故

の
悩
み
だ
が
、「
落
と
し
穴
」
が
隠
れ
て
い
た
。

　

具
体
的
な
相
談
内
容
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
す
ぐ
立
ち
上
が
ら
な
い
と
イ
ラ
イ

ラ
す
る
」「
常
に
動
い
て
い
な
い
と
不
安
に

な
る
」「
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
情
報
を
探
す

時
間
が
ど
ん
ど
ん
多
く
な
り
思
い
通
り
に

過
ご
せ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
、

思
い
当
た
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
過
剰
な
情
報
収
集

や
活
動
、
ス
マ
ホ
へ
の
依
存
症
と
も
い
え

る
の
め
り
込
み
で
す
。
健
全
な
感
情
が
損

な
わ
れ
て
い
く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

こ
の
ま
ま
で
は
〝
感
情
が
早
死
に
〟

し
て
し
ま
う
恐
れ
も

　
「
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
考
え
に
支
配

さ
れ
て
自
分
を
う
ま
く
管
理
で
き
な
い
よ

う
で
す
ね
」
と
Ｔ
さ
ん
に
話
し
、
次
の
６

つ
の
状
態
が
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
ま

ず
質
問
し
ま
し
た
。
①
気
が
散
る
、
②
過

程
（
プ
ロ
セ
ス
）
を
楽
し
め
な
い
、
③
す

ぐ
飽
き
る
、
④
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
に
耐
え
ら

れ
な
い
、
⑤
休
暇
を
楽
し
め
な
い
、
⑥
将

来
が
憂
鬱
に
な
る
、
の
６
つ
で
す
。
一
応

レ
ベ
ル
を
考
え
た
６
つ
で
す
が
、
例
え
ば

①
の
よ
う
に
気
が
散
っ
て
し
ま
う
人
は
、

何
か
を
見
て
い
る
よ
う
で
何
も
見
て
い
な

い
。
本
を
読
ん
で
い
て
も
内
容
が
頭
に
入

ら
な
い
、
と
い
う
状
態
で
す
。
②
は
、
本

を
最
後
の
ペ
ー
ジ
か
ら
読
む
よ
う
な
人
で
、

せ
っ
か
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
③
は
、
テ

レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
す
ぐ
替
え
、
周
囲

を
げ
ん
な
り
さ
せ
て
い
る
人
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
は
、
自
分
が
分
離
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
、
と
分
析
で
き
ま
す
。

脳
内
で
思
考
が
加
速
し
て
、
脳
が
疲
弊
し

て
い
る
状
態
で
す
。
Ｔ
さ
ん
は
、
①
②
③

に
つ
い
て
「
当
て
は
ま
り
ま
す
」
と
即
答
、

④
と
⑤
に
つ
い
て
も
う
な
ず
き
ま
し
た
。　

　

ネ
ッ
ト
情
報
に
頼
り
、
一
日
中
ス
マ
ホ

が
手
放
せ
な
い
、
現
代
人
の
習
性
が
引
き

金
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
、と
指
摘
し
て
い
る
学
者
も
い
ま
す
。「
感

情
が
早
死
に
し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
い
う

警
告
も
込
め
て
。　

◆ 

休
息
を
と
り
な
が
ら
人
生
を
楽
し
む

余
裕
を

　

Ｔ
さ
ん
に
も
確
認
し
ま
し
た
が
、「
常
に

不
安
」「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
集
中
力
が

欠
け
て
き
た
」「
い
つ
も
疲
れ
て
い
る
」「
物

忘
れ
が
激
し
い
」「
不
眠
状
態
」
な
ど
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル
不

調
に
当
て
は
ま
る
症
状
で
す
。
生
活
ス
タ

イ
ル
を
見
直
し
、
心
の
健
康
を
保
つ
必
要

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
ス
マ
ホ
が
定
着
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代

に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
人
々
に
は
、
容
易
で

情
報
の
洪
水
に

             
注
意
し
ま
し
ょ
う

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

柏　

木　

勇　

一

[

筆
者
紹
介]

柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）
大

学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
現
在

Ｅ
Ａ
Ｐ
企
業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活

動
。
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、

交
流
分
析
士
。
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8

千倉小学校
栗原　実紗希

千倉小学校
立川　武尊

千倉小学校
新藤　悠

千倉小学校
大 　奈央

千倉小学校
青木　優海

千倉小学校
志村　紗奈

三芳小学校
阿津坂　真優

三芳小学校
小宮　優衣

三芳小学校
笹子　煌仁

三芳小学校
安田　美紗登

鋸南小学校
弥重　菜々花

鋸南小学校
齋藤　柚果

鋸南小学校
大古　侑弦

鋸南小学校
今井　莉緒

三芳小学校
鈴木　陽菜

三芳小学校
川名　瑠美

千倉小学校
髙木　海音

入
選
（
三
芳
小
学
校
）
五
十
音
順

入
選
（
鋸
南
小
学
校
）
五
十
音
順

入
選
（
千
倉
小
学
校
）
五
十
音
順

千倉小学校
石井　柚希

千倉小学校
植村　恵愛

　女性部会が主導。青年部
会が行った租税教室のあと
絵はがき作成依頼。
　今年は千倉小学校、三芳
小学校、鋸南小学校で実施（6
年生対象）。

鋸南小学校
黒川　桃花

鋸南小学校
山本　渚央

千倉小学校
鈴木　さな

 

館
山
法
人
会
長
賞

館
山
法
人
会
青
年
部
会
部
会
長
賞

館
山
法
人
会
女
性
部
会
部
会
長
賞

 

館
山
税
務
署
署
長
賞

 

千
葉
県
法
人
会
連
合
会

 

女
性
部
会
連
絡
協
議
会
会
長
賞

三芳小学校
髙橋　聖佳
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房
総
半
島
最
南
端
、
南
房
総
市
白
浜
町
の
野
島
埼
灯
台
前
公
園
広
場
で
７
月
15
、

16
日
に
「
白
浜
海
女
ま
つ
り
」
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

　

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）
に
開
催
。
千
葉
県
下
最
大
の
夜
ま
つ
り
で
夏
の
風
物

詩
と
し
て
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
島
神
社
の
ご
神
体
財
弁
天
に
、
海
の
安

全
と
豊
穣
の
祈
り
を
捧
げ
る
と
共
に
、
海
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
供
養
の
お
ま

つ
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
１
０
０
人
近
い
海
女
た
ち
が
、
夜
の
海
に
松
明
を
持
っ
て

泳
ぎ
だ
す
夜
泳
は
、
と
て
も
幻
想
な
世
界
に
包
ま
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
は
情
熱

的
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す
。

（
一
社
）
南
房
総
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

【
表
紙
】
白
浜
海
女
ま
つ
り
（
南
房
総
市
）

●会報  第126号　●発行年月日  令和５年8月25日　●発行責任者  本間　亨　●編集責任者  日暮  靖　
●発行者（公社）館山法人会　●電話  0470 - 22 - 1389　●ＦＡＸ  0470 - 23 - 3195

　

４
年
ぶ
り
の
行
動
制
限
の
な
い
夏
。
各
地
で
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
久
し
ぶ
り
に
活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
一
方
、
連
日
の
よ
う
に
35
℃
以
上
の
猛
暑
日
が
続

き
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
い
つ

ま
で
こ
の
暑
さ
は
続
く
の
だ
ろ
う
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
休
憩
、

屋
内
で
も
暑
さ
を
我
慢
せ
ず
冷
房
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
熱
中
症

に
警
戒
し
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

編  集  後  記

松明を手に海に入る海女

フィナーレの花火

弁天の舞

写
真
提
供
：
松
井
啓
悟

今 後 の 事 業 実 施 予 定
月　　日 事　業・会　議 会　場　等

      8. 30（水） 女性部会役員会 夕日海岸昇鶴

      9.  6 （水） 法人会理事会・福利厚生制度推進連絡協議会 鴨川ユニバースホテル

     10. 13（金） パソコン教室 館山商工会館

     10. 18（水） 全法連全国大会（群馬大会） 高崎芸術劇場

 11.9（木）～11.10（金） 全法連青年の集い（山形大会） やまぎん県民ホール

     11. 17（金） 納税表彰式 夕日海岸昇鶴

      1. 18（木） 人間ドック 鴨川市文化体育館

      1. 19（金） 人間ドック 館山商工会館

      1. 20（土） 人間ドック 館山商工会館

日　時：10月 13日（金）13:30 ～ 16:30
場　所：館山商工会館にて
定　員：先着 15名
参加費：会　員　3,000 円／人　　
　　　　非会員　5,000 円／人

お申し込み・お問い合わせは　
公益社団法人館山法人会（電話 0470-22-1389，FAX 0470-23-3195）

パソコンセミナーの
お知らせ

仕事に役立つ！エクセル基礎講座

パソコンセミナーパソコンセミナーのの
お知らせお知らせ


